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論文の内容および審査の要旨

　本論文では,印 象用コーピングにブロック状の
パ ターン用レジンを付与 し連結 しない条件下で,

印象材の硬度がアバ ットメン トアナログの変位に

及ぼす影響が検討 されている。本研究が遂行 され

た背景には,イ ンプラント上部構造の良好な適合

をはかるために印象採得時における印象用コーピ

ング間のパターン用 レジンによる連結と高硬度印

象材の使用が推奨 されていることがある。 しか し,

高硬度の印象材はアンダーカットをブロックアウ

トしたとしても,印 象の撤去に際し患者に苦痛 を

与 えることが欠点であり,印 象用コーピング間の

連結は口腔内における操作時間の延長や レジンモ

ノマーによる為害作用が考えられる。一方,ブ ロッ

ク状のパターンレジンを印象用コーピングに設置

することで,印 象用コーピング間を連結せずに良

好な適合が得 られることが近年になって報告され,

この報告では高硬度の印象材が使用 されていた。

これ らのことか ら申請者は印象用コーピングを連

結 しない条件下で,印 象材の硬度がアバ ッ トメン

トアナログの変位に及ぼす影響を検討することと

した。

　基準模型として製作 したステンレス製金型上面

の中央部にアバ ッ トメントアナログを垂直に2本

植立 し,上 部構造装着部(近 心側:S1,遠 心側:

s2)と した。それぞれ近遠心外側 に基準アナ ロ

グを平行に植立 した(近 心側:R1,遠 心側:R2)。

s1,　s2に 締結 した印象用 コーピングには,連 結

されていない状態のパ ターン用レジン製ブロック

を付与 した。R1,　 R2に 連結 した基準アナログ用
コーピングは トレー連結部にネジ固定 した。低硬

度印象材 としてエグザ ミックスファイン ・イン

ジェクションタイプ(以 下IJと 略す),高 硬度印

象材としてエグザインプラン ト(以 下EIと 略す)

を用いた。印象材を注入後,ト レーを基準模型金

型 に適 合 させ,ト レ ー を連 結 部 に ネ ジ固 定 した 。

硬 化 後,ト レ ー を撤 去 し,ア ナ ロ グ を ス ク リュ ー

締 結 し た 。 超 硬 質 石 膏 を注 入 してIJ群,　 EI群 と

も5個 の 作 業 用 模 型 を製 作 した 。 三 次 元 座 標 測 定

器 を 用 い てR1とR2を 含 む 座 標 系 を設 定 し,　R1,

R2に 対 す るs1,　 S2の 変 位 量 お よ びs1,　 s2間 の 相

対 的 位 置 の 変 化 を 算 出 し た 。 統 計 処 理 に は

student-tテ ス トを用 い た 。

　 R1,　 R2に 対 す るs1,　 S2の 変 位 量 は,　X軸 方 向

でIJ群 が-15.2±23.3μm,　 EI群 が-5.2±14.3μm,

Y軸 方 向 でIJ群 が-2.8±13.3μm,　 EI群 が-14.7

±75.1μm,Z軸 方 向 でIJ群 が-35.7±16.6μm,

EI群 が-31.8±10.4μmで あ っ た。 これ か ら算 出

したR1,　 R2に 対 す るs1,　 S2の 三 次 元 的 変 位 量 は,

IJ群 が45.3±21.4μm,　 EI群 が39.6±7.7μmで あ

り,い ず れ も有 意 差 を認 め な か っ た。 ま た,基 準

模 型 に 比 較 し た 作 業 用 模 型 で のs1,　 s2の 相 対 的

位 置 の 変 化 量 はX軸 方 向 でIJ群 が22.8±4.6μm,

EI群 が20.0±19.1μm,　 Y軸 方 向 でIJ群 が13.0±

4.6μm,EI群 が6.8±3.5μm,　 Z軸 方 向 でIJ群 が

17.8±4.6μm,EI群 が6.5±3.4μmで あ っ た 。 こ れ

らか ら算 出 した 相 対 的 変 位 量 はIJ群 が36.2±10.3

μm,EI群 が33.2±13.9μmで あ り,い ず れ も有

意 差 は認 め られ な か っ た 。

　 本 研 究 の 結 果 か ら,パ タ ー ン用 レ ジ ン製 の ブ

ロ ック を 印 象 用 コ ー ピ ン グ に付 与 した 条 件 で は,

印 象 材 の硬 度 の 高 低 は 作 業 用 模 型 の再 現 性 に影 響

を及 ぼ さな い こ とが 示 され た 。 これ は,パ タ ー ン

用 レ ジ ン製 の ブ ロ ッ ク が 回転 や 移 動 に 対 して 抵 抗

す る こ とや,レ ジ ン ブ ロ ッ ク間 の 印 象 材 の 厚 さが

小 さい こ と に よ る もの と考 え られ た 。 今 回 用 い た

高 硬 度 印 象 材 は,シ ョアA硬 度 が66と 大 き い た め

ア ナ ログ 連 結 か ら石 膏 注 入 ・硬 化 の 課 程 で 変 位 し

に く い こ と,低 硬 度 印 象 材 は 永 久 歪 み が0.3%と

小 さい こ と が 影 響 した もの と推 察 され た。

　 本 論 文 に 対 す る審 査 委 員 会 は,平 成25年12月

28日 に 行 わ れ た 。 まず 申 請 者 に よ り論 文 内 容 に

関 す る説 明 が な され,論 文 内容 に 関 す る質 疑 応 答

が あ っ た。 質 疑 の 主 た る も の は,1)高 硬 度 印 象

材 を使 用 す る こ と に よ る問 題 点,2)実 験 精 度 向

上 の た め の 留 意 点,3)Z軸 方 向 へ の 変 位 の 理 由,

4)レ ジ ンブ ロ ック付 与 の 効 果 に 関 す る もの で あ

り,い ず れ に 対 して も明 確 な 回 答 が な され た。 ま

た 外 国 語 試 験 と して英 文 和 訳 試験 が 実 施 され,十

分 な 英 文 読 解 能 力 を有 す る と判 断 され た 。 以 上 の

結 果,本 論 文 は学 位 授 与 に値 す る と判 断 され た 。
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